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糖鎖の研究は難しい。遺伝子の一次産物では無い上に、光学異性体が沢山
存在しその多様性はタンパク質の比では無い。この30年間、複合糖質の分析法 
はかなり進化したが、それでも現在最新と思われる方法を用いたところで生殖
生物学、特にヒトを含めた哺乳類生殖細胞における糖鎖の役割を明確に提唱
するだけの成果はなかなか得られない。従って、現在教科書レベルで記載された
内容でも、将来画期的な分析技術が開発された暁には、（特に哺乳類の生殖
生理学的知見は）全てがひっくりかえる可能性がある。 

そう考えると、現時点でいったい何が言えるのか、そもそも生命現象において
糖鎖はessentialと呼べる機能はあるのか・・という素朴な疑問がわくと思われる。 

本セミナーでは、哺乳類生殖過程における糖鎖研究の歴史を縦軸に、その成果
を（我々の研究成果も含め）「いかがわしさ」も含めて議論してみたい。
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